
第 9 回 北海道理論言語学研究会 

2017 年 2 月 18 日(土) 

於 旭川医科大学講義実習棟 4 階第 7 実習室 

〒078-8510 北海道旭川市緑が丘東 2 条 1 丁目 1 番 1 号 

[2 月 18 日(土)] 

10:30～11:15 〈研究発表〉  司会 菅野 悟 (北海道教育大学旭川校) 

「Wh-copy構文は、連続循環移動の根拠となりえるか?」 

三好 暢博 (旭川医科大学) 

11:15～12:00 〈研究発表〉  司会 椙本 顕士 (北海道教育大学釧路校) 

「統語的必異性とフェイズ・モデル」 

戸塚 将 (旭川医科大学) 

12:00～13:00 休憩 

13:00～13:45 〈研究発表〉  司会 三好 暢博 (旭川医科大学) 

「前置詞 inの省略と後続する V-ingについて」 

桑名 保智 (旭川医科大学) 

13:45～14:30 〈研究発表〉  司会 戸塚 将 (旭川医科大学) 

「動詞 end upの歴史変化について」 

田中 祐太 (名古屋大学大学院) 

14:30～14:45 休憩 

14:45～15:30 〈研究発表〉  司会 椙本 顕士 (北海道教育大学釧路校) 

「Pseudo Noun Incorporation in English」 

Lupsa Cornelia Daniela (岩手県立大学) 

15:30～16:15 〈研究発表〉  司会 菅野 悟 (北海道教育大学旭川校) 

「動詞派生名詞句内の機能範疇について」 

佐藤 亮輔 (東北大学大学院) 

16:15～16:30 休憩 

16:30～17:15 〈研究発表〉  司会 戸澤 隆広 (北見工業大学) 

「Focus0 & Nominative case in Japanese」 

赤楚 治之 (名古屋学院大学) 

連絡先 tozawata@mail.kitami-it.ac.jp (代表幹事: 北見工業大学 戸澤 隆広) 
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